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リ
仕
官
比
較
衡
u－
一
す
る
こ
と
か
明
不
さ
れ
て
い
る

方
で
は
、
債
権
者
（
地
内
守
門
中
l
事
者
、

二
一
反
各
リ
ヲ

J

す
な
わ
れ
り

に
と
っ
て
は
、

不
隠
れ
C
h
J
め
に
、
契
約
に
上
っ
て
転
似
し
た
は
的
日
達
成
に
l
i峰
山
知
生
じ
、
契
約
か
ら
の
一
方
的
な
離
脱
を
認
め
る
必
安
川
日
が
存
す

る
こ
と
が
あ
る
ハ
し
h
f
u
、
他
LJで
は
、
債
務
者
へ

P

小
履
つ
当
事
者
）

に
と
っ
て
は
、
夜
行
（
り
準
備
や
提
供
心
主
約
二
担
当
の
費
用
を

ー
メ
～
山
い
し
て
い
る
「

2
が
お
り
、
こ
、
り
場
九
円
九
解
除
JVι

認
め
る
と
、
そ
れ
が
旬
以
に
な
っ
て
し
ま
い
大
＃
な
指
失
を
絞
る
こ
と
も
め
る
ハ

こ
の
、
主
ノ
な
什
仏
次

i
で
け
、
安
易
に
前
町
除
を
認
め
る
こ
と
は
、
出
一
士
山
下
主
の
不
平
J

に
九
ぶ
れ
し
な
し
乙
こ
の
止
め
、
解
除
の
一
吋
否
を
判
断
す

る
に
あ
た
っ
℃
は
、
一
N
4
1一
与
ヨ
者
の
字
情
JT考
慮
ト
ー
べ
き
こ
と

「
重
大
主
不
履
行
t

の
考
慮
要
素

ι考
慮
の

L
か
た

3 
｛
に
民
べ
た
と
お
り
、
重
大
な
か
履
行
」

の
日
断
に
際
し
て
特
に
考
慮
す
べ
き
事
情
〆
、
し
て
、

p
i
c
cは
4
つ
を
挙
げ
て
い
る

J

こ
こ
と
！
日

4

一
ず
べ
き
は
、
第
一
｛
～
、
、

τぷ
、
列
挙
さ
れ
た
れ
つ
は
一
特
に
ザ
令
指
一
G
J

べ
き
事
情
ー
に
こ
ζ

主
旬
、
こ
れ
辺
一
一
の
市
中
い
帽
を
ぢ

つ
に
は
多
様
店
主
ト
村
が
今
日
ま
れ
る
ー
乙
め
、

へ町

九
工
く
ん
門
中
子
れ
芯
い
古
ア
情
、

ν向
山
市
己
と
は
る
お
案
は
多
く
な
レ
で
↓
の
ろ
う
と
併
さ
、
れ
て
い
る
し

山山市
L
て
は
な
ら
な
い
と
、
う
忍
味
で
は
h
f
u

h
l
ぺ
J

v

i

ν

l

l

 

d
u
J
〉

7
也
、
」
い
」
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仏
間
仁
、
」
れ
つ
の
川
一
つ
の
闘
の

μ別
は
厳
告
な
止
め
と
は
な
く
、
、
三
人
が
っ
て
、
あ
る
事
情
が
半
つ
の
円
の
複
数
い
訟
？
す
る
ヤ

と
が
あ
h
付
る
例
え
ば
、

山
口
ち
の
京
女
が
打
心
さ
れ
ム
V

曲
、
明
例
で
あ
る
り
に
期
行
為
に
お
け
る
引
波
L
心
中
法
廷
は
、

川
時
に
は
h
寸
？
止
叫

マ

ヘ

ム

ノ

、

】

寸

γ

ん
μ

1

L

h
つ
の
事
情
は
あ
く
ま
と
ー
も

1

プ
市
大
な
f
h

履
行

d

古
川
断
す
る
絞
り
考
出
要
素
に
／
プ
／
ま
る
の
で
あ

る
か
ら
、
あ
る
ヂ
い
h
b
h
i
つ
の
中
け
ど
の
事
恰
に
該
当
す
る
の
か
を
歳
併
に
確
定
「
る
必
設
は
守
＼
重
視
が
あ
っ

γこ
し
と
も
問
題

に
は
ば
ら
な
v

仏軍一

ι
、
よ
れ
ム

J

（い
V
中

4
1は

同
川
じ
内
工
J

1

で
考
怠
ず
れ
る
わ
け
で
は
な
レ
c

判
怯

中ん〈？品川日かふめ
ZNI
,u' 

" ,, 

ふノρ
一

口
勺
げ
か
品
没
者
に
↓
わ
た
る
c

V
E
ヲ
お
よ
び
い
ん
山
i
T
J

日
山
者
に
あ
た
り
、

各
考
慮
要
素
の
考
一
λ
方

契
約
制
誌
の
実
質
的
喪
失
と
予
見
可
能
性

契
約
引
益
の
実
質
的
喪
丈

七

条
二
明
、
川
号
は
、
ミ
一
一

j

ギ
凶
行
が
、

当
該
打
人
約
の

f
で
債
権
弁
が
正
当
に
期
待
ト
リ
る
と
乙
が
で
き
た
も
の
を
ず
J
R
的
ピ

いム
hu
寸ムV
ムかふ門ヲ刊
r

た
い
て
し
、
契
約
称
結
叫
に
こ
の
、
ご
ノ
な
が
宗
主
依
務
者
が
子
見

（
契
約
利
、
和
の
と
な
民
的
反
2

火
、
を
挙
げ
る

γ

山
川
山
慌
て
あ
っ

、
除
か
れ
る
守
｝
れ
は

C
1
5
じ

五
年
の

重
大
な
契
約
迭
反

心
主
義
乙
ほ
ほ
同
校
で
あ
る
」
の

こ
う
、

j

f

i

 

そ
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
は
、

仁
］
お
心
に
お
け
合
加
釈
；
か
参
考
に
さ
れ
て
い

、
ア
れ
に
よ
れ
ば
、
契
判
待
作
の
支
質
的
喪
失
が
認
げ
の
ら
れ
る
か
公
か
は
、
第
に
、
契
約
九
百
が
北
準
と
な
る
。
こ
れ
は
、

－

ァ
J

、）

t
1
7
5
 

丈
口
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
あ
る
特
定
の
義
務
心
況
反
z
ぜ
重
ー
へ
は
も
の
と
九
な
「
旨
が
、
契
約
に
お
い
ご
切
が
的
に
合
意
さ
れ
た
り
、

ま
た
は
契
約
の
科
目
叫
ん
吃
解
釈
を
一
生
じ
L
黙
広
中J

に
合
託
さ
れ
た
と
併
さ
れ
に
h

り
す
る
場
合

TPJ号
、
」
む
よ
う
な
場
合
、
中
」
訣
義
務
の
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f

瑳
反
は
、

慎
椅
若
に
と
3

て
契
約
利
江
ー
の
実
史
的
r
A矢
吹
招
く
肉
、
ス
ば
、
売
買
契
約
に
お
け
る
ド
的
功
た
ゐ
特
定
功
が
全
部
滅
工
人
し

グ一

門
店
剣
か
っ
一
終
同
的
仕
履
行
ね
純
生
可
山
況
に
あ
る
。

て
引
山
崎
3

－即日
v

ヌ
誌
に
な
う
た
ぬ
ム
円
に
は

巾
快
…
に
一
出
大
lmI

持
に
、
選
反
さ
れ
た
義
務
が
当
な
昨
日
山
人
約
心
中
で
「
相
変
仕
付

E
を
市
川
り
て
い
行
か
ム
ロ
か
で
あ
る
収
、
約
の
存
観
的
解
釈
に
よ
り
、
あ

る，；，る
'' ~I 

'" cJ 
~. 
否定

王寺

渋
本金

者

、～

近
辺
cc 
0) 

r
h
f
れ
る
嶋
合
に
は
、

当
該
義
務
心
不
慣
行
は
革
仁
八
な
も
の
と
は
h
お

ニ
の
口
が
問
題
こ
な
勺
止
裁
判
所
と
し
て
は
次
の
よ
h

つ
な
も

｛
裁
判
例
｝
回
陪
剖
京
r
三
一
品
川
凶
降
一
一
武
裁
判
町

一泊｝

ハ
い
ハ
ハ
ノ
閉
じ

H

八
「
仲
裁
判
断

C'. ドロつILi阪商事L'!;I）原：iに，，，：ア；~民判断｜込山ft

、
事
案
V

A
グ
ル
ー
プ
ば
、
ト
L

有
以
÷
の
凶
に
一
凶
（
比
一
日
メ
ン
バ
ー
企
士
才
一
一
有
「
る

R
人
企
業
グ
凡
ァ
で
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
止
羊
は
引
i

「
本
河
台
、
H
U

比
八
九
年
の
グ
ル
プ
円
相
ァ
T
2

クリ叩

f
全
作
を

に
提
出
市
い
し
て
事
業
七
千
一
行
う
ん
コ
青
町
一
目
、

一

I

J

J

F

J

に

l
f
一
宗

l
k
1
1

りO
〆
、
比
一
八
ぱ
副
地
査
や
財
務
マ
ド
ベ
イ
ス
、

J
P
－J

今
つ
の
コ

っ
、
ノ
ゴ
ス
勺
ト

γHd寸

F

L

2

J

！
！
 

ト

F
Y
A

）

は
I

J

ル
リ
パ
ク
J

ト

つ
の
コ
一
ヴ
ト

Z
A

｝川
L
V
L
d

に一八時刊
i
h
J

／
汀
わ
札
る
↑
」
こ
に
以
コ
た

と
J

ろ
が
い
り
は

X
の
一
要
な
い
十
九
百
問
て
あ
匂
コ
〆
判
礼
々
ト
ヰ
ヰ
ベ
務
心
γ

一H
t人
」
た
「
必
、
日

こ
X
力
向
で
巾
三
訪
の
沼
法
一

L
P
Jて
苧
い
が
fi
－－
v

E
と
V

人心山川九係
1
E化
ー
ど
ん

A
グ
ン
l
J
J
内
に
は
、
；
人
千
円
九
三
に
長
づ
き
、
オ
ン
ノ
｜
令
市
訓
戒
｛
J
杓
μ
↓鴻
b
γ
一紀
U
H

示
日
伊
の
一
品
計
主
主
い
メ
ン
バ
ー
h
世一択の十ハ有↓
γ
司
る
こ
と
を

よ
明
久
一
弘
常
務
L

f

J

る
中
京
（
1
一
が
凶

J

ム
ハ
レ
？
一
7

つ
が
、
ー
は
H
l
」X
心
刊
力
業
務
剖
並
九
一
三
つ
ぐ
「
山
り
、
お
F
川
市
立
内
に
汁
h

川M
L

h

よか
J

～1
1
J

こ
で
X

ば
Y
に
対
L
て
、
ヰ
テ
ノ
に
さ
の
併
除
か
主
張
し
禍
害
賠
出

hi一川山水しず
U

ハ
仲
裁
判
断
、
）
付
設
故
山
一
r
w
ぷ
、
本
刊
古
川
人
円
山
文
叫
v
h
i
u
I
の
地
烈
に
規
定
さ
れ
に
H
H
的
で
h

び
前
品
目
ん
剖
ア
一
回
一
ら
L
v
k
本
洋
へ
Z
H
Jヶ
ド
択
一
。

ザ手

rvv

、
、
ヘ
グ
や
プ
の
メ
〆
パ
？
へ
L
4
青
山
立
小
山
協
均
、
宗
務
刃
塁
、
共
存
乞
図
る
だ
め
に
は
煮
詰
r
ぃγ

尽
く
す
こ
ι
J
M
T
品
川
川
甘
口
に
Hh
つ
く
主
刀
両
心
的

伝
説
北
川
r
：
わ
令
こ
認
定
し
た
っ
ワ
心
－
1

え
と
、

v
は
、
全
メ
ン
バ
ー
J

んh
v
t
η
一
耕
一
点
指
り
た
め
年
次
ut
五
円
計
川
を
作
り
業
品
川
町
九
州
η
問
題
V
1
1
p
d
川口
J
M

決
す
、
j
u
M
ソ
事
以
ヘ
；
＼
」
よ
と
を
戸
芯
つ
ょ
に
の
円
一
向
。
か
っ
、
こ
れ
は
右
義
務
五
反
に
あ
た
り
、

（－、戸一、、

、
才
J
1
1
2
、

X
かりへー件
h

M

幻
ー
や
一
山
上
叫
に
期
日
日

可
る
こ
と
の
て
み
i

た
協
ど
が
目
的
に
念
っ
た
L

判
断
し
、
削
除
を

d
いりた
c
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判
的
的
義
務
の
た
反
で
あ
ワ
て
も
、

f
れ
が
当
該
契
約
に
お
し
て
室
長
九
ず
れ
の
で
あ
れ
ば
、
債
権
者
心
友
利
利
泣
ー
を
突
し
下
、
的
に
奪
三

l

こ
と
に
な
る
一
町
詑
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
口
的
物
を
適
切
に
一
世
包
FJ
る
諸
説
、
叫
up
山
川
的
な
役
務
を
供
給
す
る
義
務
、
日
的
物
の
佼
阿
川
ん

法
を
指
不
す
る
義
務
、
想
定
さ
れ
る
危
険
を
警
己
ず
る
義
務
、
社
占
的
供
約
弐
ー
け
の
広
反
パ
小
与
え
ら
れ
る
3

w

の
と
は
叩
で
は
、
違
反
さ

れ
己
認
務
が
ゆ
人
る
給
川
義
務
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
付
限
的
義
務
で
占
め
る
か
こ
い
、
「
こ
と
日
体
が
決
定
的
な
芯
昧
を
布
ず
る
わ
日
で

主
泣
い
。

第
一
に
、
義
務
泣
戊
パ
い
秤
度
で
J

め
る
。

と
り
わ
げ
認
約
に
逃
介
し
な
い
物
が
引
き
渡
さ
、
れ
戸
～
場
合
に
は
、

向山田弘惇ぃ喝行

「士
J

川
向
貝
で
は
一
H

土
） 

に
お
い

L
そ
の
物
を
以
一
心
情
に
使
用
ず
る
、
」
と
が
で
き
る
と
認
吟
ら
、
れ
る
か
ど
う
か
が
豆
長
壬
ー
が
か
ち
に
は
る
、
｝
と
が
指
摘
、
戸

れ
て
い
る
わ

一｝レ
b
h

、
」
ふ
Y
4

ト
Lr

〈
」
埋
的
熊
川
哨
mv
一ースラヘ

J
い
わ
れ

k

イ
ソ
お
よ
び

A
f
ス
の
判
例
が
じ

I
S
G
C
ト
で
民
間
L
こ
い
ゐ
与
え

な
ぜ
7dq
ら
、
ム
円
理
的
伎
市
川
d

可
能
な
ぬ
合
に
は
、

ド
泊
柊
若
干
い
生
じ
た
長
山
下
刊
に
つ
い
て
は
い
保
岩
佐
償
抗
求
権
を
一
詰
め
る
こ
と

で
ト
分
に
堤
補
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
か

32に
あ
る
わ
一
こ
の
こ
と
を
例
示
、
し

f
裁
判
例
と
し
て
、
次
の
よ
ぷ
な
も
の
が
あ
る
一

r
r
G裁
判
的
A

3
 

ο
 

九
九
六

ι
m
R（
一
日
判
決

ド
J

J

ノ
定
邦
也
常
設
川
川

事
業

ム日パ
L

ハー↓」，
r

戸力、

え
ご
ノ
、
一
一
の
完
工
A
とート，

vq

ソ竹川
I

民
主
Y
L
川
町
で
仇
際
日
ハ
ル
ー

へ
以
上
「
本
性
じ
い
的
功
L

と
い
弘
、
に
悶

ず
る
同
づ
の
売
買
史
的
J
白
山
川
桁
戸
hu
ム
｝
こ
の
契
約
に
J
れ
ば
、

JLE代
ハ
ょ
を
ド
斗

lr的
均
一
の
ー
引
民
権
限
を
い
付
り
す
る
人
吉
♂
引
陥
飢
え
、
支
払
う
こ

f〆L
き
れ
こ
は
か
、
本
作
目
的
物
心
成
分
分
析
お
よ
び
岸
川
院
に
山
間
す
る
一
山
刊
五
円
を
’
仁
川
刊
一
る
v

ζ

が
合
白
山
、
一
、
引
い
｝
古
た
、
産
品
」
つ
、
て
、
ー
干

日
ス
陀
の
も
河
川
V

引
き
抜
す
こ
〆
一
が
合
意
さ
れ
だ

A
か
ら
交
吋
さ
れ
た
丈
言
に
げ
町
、
品
川
山
と
1
J
C

？
口
ソ
パ
経
済
共
同
生

T

乙
一
リ
A
リ

JJ

川、

記
哉
さ
れ
て
お
わ
、
羽
歪
の
結
果
、
失
際
に
片
山
F
づ
っ
力
吋
で
あ
芯
こ
ご
刀
川
町
、
ご
」
士
た
、

μ
件
l
汚
物
に
は
詰
預
η
異
な
〆

ι
山
和
川

J

出
」
つ
：
一
山
り
除
ー
で
J

不
炉
J
K
な
状
日
、
ゐ
ヮ
た

U

工
位
性
泊
、
叫
？
？
び
い
山
口
が
へ
戸
μ
山
内
容
と
口
、
な
る
こ
と
が
主
l
ヘ
九
人
員
約
述
反

rあ
た
る
芯

し
い
に
ム
張
？
モ
ヘ
ア
、
の
却
、
約
千
、
解
除
7

た
c

こ
れ
に
刈
し
句
、

ーか、
h
J

売
買
代
主
情
堆
ど
誌
り
三
日
た
X

J

ひ
代
主
日
ム
フ
、
払
ど
一
m
求
に
～

P
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、吋リド
H
》

4

一’叩
J
パ
官
裁
判
所
ば
巳
大
刊
契
約
不
適
合
が
一
話
人
な
い
叫
ん
約
違
反

に
め
に
る
カ
仁
川
か
を
判
出
す
ア
ゾ
に
際
、
〆
♂
ば
一
円
的
物
心
氾
の
ノ
ロ

迎
的
旬
、
明
ど
す
る
こ
〆
一
店
主
十
に
お
い
て
切
侍
で
ざ
る
か
ど
丹

m
う
岡
山
い
さ
い
ル
な
け
れ
ば
な
？
な
い

一）円一、、

ポ
刊
ゴ
山
川
仰
の
南
地
に
問
て
は

y
l
m
i
φ
件
J
川
物
合
に
ア
に
イ
ン
ァ
一
。
ぺ
J
k
f
u山F
ン
づ
に
b
E
？
と
す
る
し
Y
H
E
て
お
γ
Q
L
L
日
一
ア
不
作
は
的
均
；
μ

品
目
ア
ブ
リ
刀
P
峰
三
あ
J

た
た
め
ず
れ
が

十
別
t
f

白
川
山
地
と
ん
で
げ

μ

め
た
と
主
張
す
る
が
、
」
む
い
と
は
、
こ
れ
J

心
回
の
い
ず
れ
？
？
U
H
4れ
目
的
功
を
楠
山
山
で
き
る
一
と
が
王
山
お
い
て
い
刊
に

約
、
り
上
下
質
的
出
へ
つ
立
滑
川
崎
す
る
こ
〉
士
一
祉
則
す
る

r
～
分
で
1
J
い
U
1
け
こ
れ
ら
の
同

ω
い
ム
ず
れ
か
の
県
香
川
悦
ヘ
何
芝
市
日
て
い
住
い
し
、
以
出

七
む
よ
う
な
輸
を

L
h
j
戸
と
ψ
岳
山
川
し
に
も
い
な
し
c

芦
ら
ど

Y
は
、
ド
f
ソ
凶
｝
一
で
の
処
ル
ゐ
：
ど
の
他
心
同
へ
心
粘
uー
が
荒
川
能
て
主
る
こ
の

去
を
L
て
い
な
し
し
、
子
山
市
J

」ぬ
μ
一
掛
川
が
太
可
川
一
て
£
る
こ
れ
J
一一
J
M
h
y

て
い
な

と
λ
「
＼
、
ふ
外
川
市
日
山
明
日
カ
ω叫
に
ム
H
定
的
出
町
内
用
？
な
〆
得
な

い
こ
乙
何
年
戸
山
明
が
な
い
以
l
、
産
池
宮
穴
な
二
い
与
に
乙
品
、

一
す
全
に
い
う
契
約
の
卜
で
，
「
山
5
7
4宮川

Jι
当
に
日
1

什
す
ん
ω
ニ
｝
乃
で
き
ι
もの一
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干
支
質
的
に
守
つ
一
科
止
に
透
う
／
て
い
な
い
し
〈
結
論
づ
口
i

T

U

そ
の
他
、
本
件
日
間
拘
り
に
同
誌
に
つ
い
よ
心
、
「
主
大
わ
せ
顎
約
一
品
反
吉
小
川
｛
七

｛
参
考
裁
判
例
B

九
九
八
牛

J

月

ス
イ
ス
辿
邦
最
凸
荒
川
川

判
事
業
ザ
ド
d

J

の
宮
川
十
X
つ
ノ
ス
ノ
ペ
ス
の

R
v
f一
心
同
〔
冷
城
山
一
以
h

一
イ
咋
巨
的
羽
」
ニ
い
岳
町
一
心
売
買
認
約
が
桁
粘
さ
札
人
〈

本川
1
ド
ロ
的
州
刊
は
、

X
ρ
ム
叫
い
問
、
百
心
怒
川
守
く
あ
る
エ
ジ
プ
ト
の
主
主
に
引
き
「
k
さ
れ
に
と
M

ろ
が
、
古
川
恥
、
木
刊
じ
的
物
日
町
山
行
f

J

で
あ
び
ぶ

ザ
が
Jめノ
J
q
ざ
る

ζ
L
t
u人約七
γ
解
除
1

X
は
ち
心
院
に
刃
出
y
J

な
h

f
｝
辺
ヘ
己
土
冗
川
門
一
代
主
の
え
れ
い
を
牛
込
人
J

、吋リド
H
〆
ム
中
立
「I

れ
L4
裁判一
J

J

1

民
約
違
は
が
司
仙
山
物
川
ソ
長
L

山
l
正
位
以
に
通
ム
川
1

て
い
な
こ
一
ご
ま
に
は
ム
ふ
一
当
行
阿
川
況
に
存
司
令
出

J

ムーに

に
、
た
と
え
帆
引
台
し
＋
f

子
／
て
も
泊
常
の
取
引
J
J
誌
で
当
該
ゴ
出
向
刊
を
引
の
方
出

j
U
L士
た
は
政
！
去
、

J

る
こ
と
が
、
品
別
た
萱
弔
な
カ
け
る
こ

L

な
く
す
能
小
品
旬
、
か
コ
史
、
下
げ
日
い
と
認
許
円
能
で
あ
令

m
r
y
ノ
で
子
羊
＋
主
で
あ
る
一
一
の
際
w

併
を
す
へ
き
は
、

C
1
5
U予
約
宍
約
力
拡
持

士
官
べ
r
，J
晶
一
廿
て
い
匂
w
L

乙
で
あ
る
じ
給
付
障
占
与
の
場
九
一
に
～
お
い
て
も
此
γ
段
の
〈
「
三
一
品
が
な
い
限
り
知
人
約
心
詐
お
が
優
先
さ
れ
る
〉
守
ピ
あ
り
、
認
判
断

除
は
例
制
的
に
比
よ
ど
め
ら
れ
る
べ
き
と
為
る

m貝

μ

比
一
士
ず
位
の
投
済
子
段
、

一η
な
わ
ず
｝
代
54成
長
万
円
）
泉
市
戸
出
債
に
一
宇
匂
ぺ
ふ
／
て
主
り
、

J
に

ザ刊
F
K
係
の
隣
消
は
、
事
行
列
豆
ぷ
完
九
日
的
に
fF
や
れ
る
ぽ
ζ

話
人
山
一
村
人
M
b
h
Z
反
に
必
ず
る
最
後
P
J
了
段
L

一
し
て
口
川
い
／
U

へ
き
て
み
る
一
と

般
論
を
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民
間
L

て
の
う
λ
て
、
三
月
間
以
嵩
お
な
川
町
大
刊
斗
片
山
物
の
肝
日
分
が
多
い
よ
約
十
七
町
内
恒
伯
一
d
h
o
二一

干ハド

i

」
〆
ト
減
ハ
ノ
レ
、
配
役
ト
川
、
ご
YAUへ刀

がかの
y

い
ム
）
め
に

パ
l
f
ン
h
r刊

少

さ

τ、
卒
件
日
間
坊
の
脂
肪
一
旬
が
阿

ムハ

l

凡
二
日
、
！
？
ゼ
ン
ヘ
ご
め
る
の
に
刈
三
、
、
コ
ジ
〆
ヘ

に
お
日
7
9
武
内
山
m
j
C
惇
hf脂
肪
八
刀
が
一

。パl
M
、
で
あ
る
こ
と
三
指
一
泊
す
る

刀
、
、
れ
以
引
の
い
コ
て
は
木

f
u的
向
ノ
ば
良
山
れ
な
食
刈
て
あ

灯
、
保
r
つ
に
消
し
て
お
り
州
日
心
円
で
よ

J

問
告
に
い
こ
沖
へ
：

Y
の
封
一
除
zγ
｝
ふ
門
（
疋

L
、
hA箔
さ
札
、
一
代
？
の
支
払
zLAA
川
t
た

υ

似
方
、

C
I
5
G
C事
長
に
お
い
て
、
今
川
内
的
枯
川
市
の
可
能
性
主
老
議
止
ず
に
判
断
を

L
h
l一
政
判
例
も
あ
る

机
一

｛い八
3
4訟
判
例
じ
｝

y
j

メ
u

カ
令
阿
川
辺
出
抑
叫
v
民
判
「
〉
ん
九
J
Z
A
1

月
六
U
判
決

、
よ

弓千
吋
F庁、

、 す ふ

ん
八
八
ヒ
一
月
ア
メ
7
カ
の
ー
に
マ
〆
一
イ
々
ソ
ア
の
員
十
1
X
の
川
阿
古
、

｛江

F

ン

ブ

ν
ゾ

4

i

J

＼一一、、ー

ノ
I

ノ一一／
J

大
件
司
芯

均
し
い
フ
J

ん
と
げ
に
な
前
三
、
引
き
均
十
旨
（
り
「
Z
Hぃ
Nrrづ
い
戸
締
絹
さ
れ
た
J

V

A

は
み
i
J

昨
日
的
均
の
凶
ぷ
に
つ
い
：
、
川
’
L
l

与
す
足
、
夏
に
以

ー
冗
す
る
小
川
却
札
｜
ム
・
エ
一
r

J

／
J

E

制
h

芯
J
A
J

る
た
め
に
X
で
叶
か
っ
一
が
同
門
川
J
A
J

る
F

し
を

y
h
uげ
て
い

刊
サ
｝

r

仁

川

／

斗

月
に
第
一
［
刊
の
1
J

校

三
J
d
r

X
は
、
靖
一
出
「
与
は
し
分
（
り
h
一
〆
七
ン
、
i

ご
、
見
本
コ
山
お

し
び
ぞ
J
i
古
記
載
い
れ
符
と
り
も
冷
却
能
h
A
が
劣
三
、
お
り
多
く
む
電
力
を
消
費

γ
る
〈
V

よ
い
引
ナ
ふ
れ
穴
述
ム
ー
が
存
す
一
台
一

r一
を
乃
花
且
し
？
て

c
xは
何
庁
－

か
こ
れ
を
路
一
声

L
玄
ζ

こ
が
改
苦
斗
一
す
、
い
間
約
い
芯
〈
れ
こ
物
し
一
心
交
投
を
Y
に号
J

め
に
か
玉
川
川
」
れ
に
よ
じ
に
な
カ
吋
に
に
止
、
hFλ

約一ケ一町八川

Y
に
汁
午
、
指
t
n
胎
伎
な
4
1
求
し
た

J

〈川
γ
同
〉
政
判
所
は
同
制
花

7

一
山
よ
び
泊
費
電
力
乙
い
日
性
花
は

）
ア
）
シ
灯
［
ン
プ
ン
、
引

l
u
行
値

rL
一J
日
、
主
要
な
主
主
で
あ
る

しし
7

）
【
、
「
重
大
な
h
m
f
約
注
は
に
あ
た
る
と
判
小

J

三
c

衣
川
け
で
は

川い一主

X
ば

契
約
を
称
託
、
了
人
h
H
ー
の
よ
示
お
よ
び
立
L
r
服
売
す
る
ニ

7
1
ン
を
製
治
す
る
子
J

め
に
ぶ
件
判
的
初
心
乙
使
尽
す

る、
k
ζ
J
V」
川
以
内
、
こ
し
て
い
に
の
て
あ
る
か
口
、
約
定
よ
り
さ
一
悦
誌
の
劣
る
コ
〆
J
J
レ
／
什
v

を
町
山
の
用
途
に
へ
例
え
ば
、
生
っ
と
性
能

の
劣
る
涜
仰
な
製
品
を
川
ム
泣
す
る
た
め
仁

使
山
内
す
る
こ
ζ

を

X
に
ふ
攻
的
に
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
t

な
か
っ
た
ヒ
の
許
制
が
刊
誌
で
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あ
わ
、
そ
、
刊
に
ん
し
一
ゲ
れ
ば
、
合
間
的
向
日
の
ヲ
ス
ト
を
用
い
て
も
川
じ
結
論
、
炉
導
か
れ
た
と
芥
測
さ
れ
る
一

し
か
し
、
本
判
決
は

作
日
的
物
ム
マ
＼
三

X
に
お
い
て
仇
の
却
す
れ
庁
川
…
を
製
造
す
る
た
め
に
使
り
す
る
こ
乙
が
合
法
的
に
汀
断
し
て
刊
誌
で
あ
る
か
ヘ
円
か
と
い
う
絞

点
か
、

J

の
検
討
を
す
る
こ
乙
な
く
、
川
H
、？
X
H
l
v
牛
件
契
約
の
下
三
古
川
し
て
い
た
河
内
に
本
件
河
内
紛
を
使
川
す
る
三
乙
が
む
き
な

か
っ
た
、
｝
こ
か
ら
i

んどやっに

重
火
、
立
川
川
人
口
一
日
月
一
反
』
J
U
Y
4

円
｛
定
し
っ
、
い

も
3

乙
4u
、
台
刊
ぺ
的
認
用
ζ

い
う
慨
念
y
J

一れ
14ル
午
、
池
小
筑
前
九
仏
も
り
で
あ
る
？
に
め
、
解
釈
の
余
地
か
1

川
山
川
。
そ
こ
で
け
f
説
で
は
、
二

日
一
概
念
は
い
子
山
町
山
に
剖
浪
J七
に
併
釈
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
で
阪
さ
ー
れ
：
い
る
c

そ
の
際
、

T
が
か
り
と
な
る
の
は
、
ま
FJ契
約
で
丸
山
h
uり

さ
ら
に
取
引
の
悦
楽
町
古
段
で
あ
る
（
山
内
え
ば
、
前
掲

｛
参
考
裁
判
例
じ
｝

む
よ
戸
つ
に
、
山
貝
、
半
が

の
で
場
て
製
［
山
古
川
叩
h
v
M
寸
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る
た
め
の
原
村
川
炉
士
山
川
入
ナ
る
と
い
う
川
、
約
に
お
い
て
は
、

当
該
原
村
れ
の
η
川
廷
が
劣
っ
て
い
れ
ば
製
品
川
U

川町立
E
C
h
lぷ
ノ
に
使
用
下
ぎ

何
百
い
こ

2
が
為
る
し
か
し
、
品
弐
心
劣

Jλ
凶
町
村
山
円
安
市
い
こ
製
品
ど
製
洗
し
、
ご
わ
乞
買
の
民
常
の
流
通
手
段
で
い
肘
ハ
完
す
る
こ

l
y
」
日
？
で
持
、
る
1
／
い
っ
1
1
事
情
が
あ
れ
ば
別
て
ぬ
る
わ
一
そ
の
夜
、

円
ー
に
伐
術
的
に
烈
造
一
以
売
が
叶
限
？
と
う
か
ゼ
げ
で
ヒ
く
、
円
以
只
の

さ劣
才L

る認マニ
原
材

料モf
ill 

t一
事長
ロ
ロ；J

下之

た
叫
平

果
本
山
町
早
川
地
利
に
な
け
以
下
に
過
大
な
損
宇
を
A
J
H
し
め
る
恐
れ
が
な
い
の
か
も
設
戸
除

さ
ら
い
、
品
川
引
υ聞
の
み
古
川
以
ニ
ノ
こ
ど
で
ブ
ソ
J

ド
・
イ
メ
！
ン
ど
保
ー
て
い
る
小
党
業
者
に
対

ν
亡
、
友
川
刊
に
反
〕
て
口
山
口
の
劣
る

物
口
叫
が
引
き
持
さ
れ
た
場
合
に
は
、

か
り
に
υ

訟
物
umが
一
般
的
に
は
ほ
い
価
格
一
仁
販
川
ん
で
き
る
品
質
十
有
す
る
J

も
の
で
あ
J

f

y

し

て
も
、

f
d小
完
系
有
が
低
い
口
出
前
円
の
r

ム
凶
物
円
m
を
版
元
す
る
こ
と
が
プ
ヴ
ン
ド
a

イ
メ
ジ
に
仔
波
し
な
い
と
き
は
、
台
市
ぺ
的
使
用

は
T

h

u
リ
p
咋
と
府
ゴ
ハ
れ
る
。
ま
止
、
h

設
小
売
業
者
が
け
丙
紋
志
川
の
別
料
を
タ

i
ケ
ソ
ト
乙
し
て
お
り
シ
ョ
凡
ム
に
多
部
日
投
r貨
を

L

T

J

る
場
台
に
は
、
そ
こ

C
品
質

η
劣
る
物
品
」
三
百
怖
と
販
売
す
る
、
｝
と
か
物
刈
情
的
に
刊
誌
で
あ
る
こ
し
て
も
、
ん
口
球
的
使
用
が
円

能
と
は
レ
え
芯
い
で
た
ろ
う
に
じ

i
日
U
の
平
交
に
お
レ
て
、
h

れ
に
恕
す
る
判
断
を
行
コ
た
の
、
β
、
次
ん
ら
凶
双
山
何
で
お
る
c

庁、
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｛
怒
号
裁
判
例
D
｝
ケ
ル
ン

1
級
直
方
ぃ
荒
川
川
コ
ご
一
牛
、
ノ
ロ
月

叫
口
、川
仇＇I

24li家
》

f
タ
ー
ア
訂
正
十
文
己
ド
イ
》
ノ
円
買
i
y
こ
刀
出
で
、
弘
江
町
の
高
級
玄
料
品
の
V

〕
買
い
叫
ん
約
が
締
怯
約
さ
れ
た
為
一
［
刊
の
引
政
号
に

hmλ

約
不
凶
ム
げ
が
ゐ
J

た＋
l

l
め、

Y
に
訂
正
約
乞
鮮
除
ゾ
ど
し
光
、
平

X
は
こ
り
解
除
〆
一
争
、
っ
と
と
る
に
、
時
代

ru～
文
弘
ど
詰
ト
中
小
L
F八

P

命
日
ヲ
判
決
は
「
瓜
帯
は
fhu一
同
も
、
宍
が
し
ん
加

r令
い
れ
人
約
削
除
に
は
じ

l
s
u

ハ
久
木
し
ふ
上
と
同
九
宋

日
明
川
口
一
に
不
づ
〈
雫
〈
な
お
約

広
反
tvr
日号、γ
山
じ
匂
w
L
J

」
、
約
定
心
性
出
を
lwへ
い
プ
い
る
｛
／
V
U
立
た
は
亡
の
他
日
日
抗
川
七
円
、
他
心
刀
法
亡
却
下
し
た
わ
、
士
に
は
た
一
歩
／
佐
A

げ
し
三

1r
し
て
も
げ
正
常
心
取
引
心
主
い
と
拘
刊
を
川
ー
し
た
ー
す
る
三
Y
一
が
、
民
一
に
芯
じ
い
尚
刺
な
費
用
守
支
引
す
る
三
と
な
く
川
町
能
て
主
る
か
百

か
か
決
｛
↓
在
山
で
あ
〈
士
、
と
が
碓
一
己
L
た－

p

一
刈
小
L
、
ま
丹
、
宇
一
軒
解
へ
〕
ぷ

J

エ
広
治
政
治
山

1
H終
子
川
ど
こ
位
置
パ
J
f
b一
れ
る
；
ζ

か
ら
も
一
以
止
に

の
程
い
～
内
み
な
ら
ず
民
↓
一

Y
－
っ
て
認
引
い
い
9

J

E

刊
な
い
遅
延
お
よ
む
品
川
一
川
一
々
、
ど
民
抗
ど
注
去

F
一会、一一
A
t
一
主
に
お
い
よ
L
F
る
の
か
ど
う
か
も
主

主
て
あ
る
む
た
と
え
ん
ホ
挑
む
山
一
日
抗
で
あ
コ
て
も
、
宍
I
F民
主
（
U
認
容
し
何
人
い
い
れ
U
Lな
＼
rd
完
で
き
る
場
合
に
は
、
五
た
な
い
場
約
を
反
に
な
ム
J
h
b

ぃL
L

て
も
叫
べ
亡

え
の
つ
え
亡
、
木
位
」
お
い
て
は

川ぎ一守スミ）ぺしによ＼込
fnη
「

b

J

、
日

ー
：

1
j
i一
j
d寄

l

l

一し

l

＼

し
ザ
コ

1
1
p
m
袖
＼
円
い
か
扶
』
さ
、
え
の
Fa
い
凶
が
仮
山
口
紋
ロ
川

で
な
く
て
も
こ
り
4
う
ゆ
品
物
主
新
容
が
F
（
岳
町
出
k
c
A
つ
れ
な
い
ほ
ど
転
ぶ
町
能
性
を
長
L
ぐ
i
ー
す
る
よ
弓
ぽ
も
の

t
あ
η

た
、
必

bi 
む2
Uノ

ズ
ミ
ノ
い
町
内
か
一
小
手
く
ム
ら
に
設
問
が
守
い
戸
、

ι
F
Wロm

J
J
J

好
む
厳
令
こ
に
受
、
一
け
↓
入
札
仁
川
れ
な
々
J

、
第

凶
心
引
↓
一
似
し
分
へ
い
ほ
i

」
ん
ど
が

似
吋
f
h

可
川
市
な
状
患
だ
っ
た
一
リ

ZL1

こ
小
山
よ
う
な
契
約
不
遜
什
に
ふ
り
間
王
は
、
将
に
心
引
波
正
り
に
も

mu郊の
一
山
市
叫
が
r
l

〕
る
の
で
は
と
i

ぃ

カ
え
の

ιー
な
ど
壬
ι
じ
h
h
c
、
売
主
ぅ
長
心
に
対
い
す
る
信
頼
が
ー
へ
き
〈
一
一
首
ら
い
だ
J

U

ルベ
r

さ
つ
に
、
判
決
は
、
y
f

れ
に
も
か
H
Y
U

二（：
r
A

土
川
エ
り
イ
院
の
引
い
慌
時
間
川
、
や
と
い
h

ハ
作
的
に
ぶ
宝
い
ち
、
以
抗
リ
日
k

い
物
ベ
ピ
引
き
尚
之
内
よ
ー

1
 

占

μ
γ
Iノ
一
L
 

る一
L

1

ザか一円
h
w
L
L

か
っ
た
こ
と
を
指
抗
1

え
ま
～
、
木
作
の
目
的
拘
が
烹
店
の
ー
品
川
一
衣
料
品
で
ー
の
る
こ
と
、
そ
の
売
り
出
し
一
三
一
ヤ
一
片
品
ま
っ
て

お
n
仮
に
そ
の
他
況
に
安
約
に
注
与
し
た
目
的
制
4h
－V
九%以
U
A

札
ム
一
し
二
J
v
依
ぶ
苧
し
亡
し
か
版
冗
て
き
な
い
こ
〉
主
作
摘
1
－e

前
除
J
1

主人手
J
℃

の
に
お
応
冷
た

台
A
T
サ
t
E
Z
、

三
J

1
－

l

点
料
百
そ
れ

rH体
と
し
て
法
常
有
ず
べ
L
d
u

品
質
を
欠
レ
て
レ
た
ボ
レ
系
で
L

れ
る
か
、

口
前
～
物
。
か
品
級
点
料
一
パ
山

判
決
で
は
、
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で
あ
る
こ
と
い
品
じ
し
亡
、
こ
の

frつ
な
高
級
円
閉
じ
γ

句
作
同
容
に
付
し
て
ト
九
件
［
忙
し
的
均
一
主
販
売
ト
リ
る
と
と
が
四
ハ
ハ
エ
に
ι口
理
的
に
期
待
さ

れ
口
代
る
か
否
か
と
い
え
鋭
い
か
い
つ
J
H
検
討
を
加
え
て
い
Q
こ
ζ

が
、
れ
は
さ
れ
令
。

そ
の
け
閥
、
文
明
の
父
れ
義
務
に
つ
い
て
も
、
八
U

洋
的
使
瓜
の
ア
ス
ト
な
い
し
η

一
、
の
労
相
，
は
、

f
ん
吉
川

J

性
質
に
応
じ
て
修
正
を
袋
ず
る

も
の
の
、
ハ
ド
垣
本
的
に
官
民
当
ず
る
n

、
物
品
心
品
質
一
汁
川
同
五
寸
を
A

父
川
川
す
べ
き
と
こ
ろ
を
A

父
川
川
し
な
か
っ
た
と
い
h

つ
場
合
、
頁
が

そ
れ
を
円
九
ず
か
ら
山
tl
用
r
J
司
令
に
吟
不
民
で
あ
る
；
｝
さ
は
、
重
f
八
九
仏
不
kq行
乙
は
な
ら
は
い
口
泡
に
牝
土
山
ム
d

ゐ
w

J

h

J
予
定
さ
れ
て
い
る

〉」一六
F

引ー、
J
U
、
転
売
に
頭

λ
q
J

る
取
引
に
お
い

L
Z質
元
明
4Tzr交
付
す
る
必
叫
の
な
レ
場
合
に
は
、

や
は
h
E
tへ
な
ボ
ロ
ペ
～
什
と
は
な
ら
な

C'. ドロつILi阪商事L'!;I）原：iに，，，：ア；~民判断｜込山ft

似
方
、

ド

i
仁
C
C
下
で
は
、
契
約
利
川
心
実
質
的
喪
失
乞
判
断
す
る
に
際
し
こ
は
、
山
村
務
者
心
泊
完
柊
は
い
府
荷
担
さ
れ
と
い

い
' 

川
忠
心
安
素
主
検
討
す
る
に
際
L
と
は
、
不
叫
収
行
か
れ
迎
行
正
す
る
こ
と
が
て
き
る
か
い
向
か
を
考
践
す
ペ
者
で
な
い
J
解
さ
れ
こ
い

c
I
S
G
一
汁
粂
の
下
て
の

d
v礼
的
見
解
お
ヒ
び
前
拘
｛
参
考
裁
判
例
h
U｝

の
斗
助
と
は
川
凡
な
る

こ
の
｝
一
は
、

」
の
解

刊 1
1ρ、
刀、

迫
完
出
慨
に
闘
す
る
七

同永沢一

F
（
一
用
品
子
」
仁

一
条
一
雨
明
川
口
勺
と
の
悶
係
に
つ
い

I
甘
や
む
的
な
説
明
ー
ピ
川
民
間
に
す
る

か
ら
で
あ
る
じ

r
h
a
わ
ら
、
七

剖
ハ
に
よ
れ
ば
、

退
完
権
の
史
刺
け
を
満
た
ャ
ー
限
り
に
お
い
て
、

追
完
は
解
除
の
ヴ
周
知
ピ

同
条

一人ツ

C
妨
げ
ら
れ

r、
同
条
一
二
羽
に
よ
れ
ば
、
債
務
再
げ
か
遇
法
に
法
完
の
通
知
ケ
ヲ
ν
た
と
き
は
、
退
完
と
矛
盾
寸
る
伊
問
権
者

設
は
、
山
市
一
正
問
判
が
経
過

f
る
ま
で
い
作
土
」
3
J
Q
O

と
れ
ら
の
泊
｛
止
は
、
追
完
権
乙
訴
除
控
九
Y

併
存
す
る
状
況
出
生
じ
侍
る
こ
い
し
ょ
γ
前
提

と
し
て
、
リ
寸
幻
関
係
を
笠
序
ず
る
規
公
で
あ
る
o

h
一
こ
で
、

か
h
H
ム
別
除
権
の
要
件
い
た
る
「

J
L

一
大
な
γ

川
辰
行
L

主
判
断
す
る
肌
仰
に
追

一
元
り
同
世
代
を
け
ち
七
一
応
「
る
乙

γれ
ば
、
迫
完
悼
併
が
羽
叫
リ
グ
ら
れ
る
山
叫
ん
じ
に
は
解
除
濯
の
要
件
を
い
府
乙

3
注
い
し
、

d
J
u
ま
～
同
じ
で
あ
る
か

ら
、
両
者
が
併
存
J
o
J
Q
状
況
は
牛

、
こ
れ
ら
勺
／
規
定
は
不
安
に
な
る
n

こ
の
こ
と
か
ら
、

最
大
な
で
小
弱
行
」
を
刈
断
す
る
附
ピ

は
泊
先
け
J

能
性
宇
考
怠
「
～
き
で
は
芯
い

2
レ
ト
っ
と
し
し
に
は
る
乙

ハ
主
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i2i 

債
務
者
の
予
見
可
能
性

い
号
た
ド
／

よ
れ
ば
、
契
約
桁
粕
の
ゴ
時
、
債
務
省
が
、
依
格
者
の
折
、
約
利
誌
の
実
珂
的
茨
ハ
人
こ
い
う
結
果
を
マ
J
見
守
ず
、

つ
、
合
珂
的
に
4
J
？
一
地
す
る
と
ζ

が
と
き
な
か
っ
た
こ
き
は
、

川
口
方
の
事
情
は
認
め
ら
れ
白
い

J

こ
の
判
附
は
、

債
務
者
一
同
じ
状
況
「

に
占
め
る
ム
n
注
入
会
一
U

魚
川
仰
と
す
る
口
こ
れ
は
、

C
1
S
G
一
行
条
」
川
じ
惜
店
主
で
あ
る
。

｝
〕
た
ず
μ

っ
と

、
」
の
子
ト
ノ
り
山
山
崎
性
ト
f
こ
の
よ
う
に
機
柏
崎
ず
る
の
か
に
つ
い
亡
は

じ
I
S
心

ι条
の
一
で
一
民
却
さ
れ
一
に
い
る
の
と

M
N
W
W
の
岬
問
題
な
め
7
G
c
F
以
わ
ち
、
一
債
権
者
が
当
該
公
約
の
「

f
l
Lコ
に
期
待
3
4

る
こ
vぐ
り
で
き
た
も
の
一

可人ザ一町一州い斗六問）

かJ
何
で
？
の

る
か
を
、
犯
約
の
1
1観
的
解
釈
士
通
じ
て
4
d
く
と
す
れ
ば
、
伯
権
者
の
山
バ
人
総
杭
益
ん
と
μ
H
r
務
者
に
品
、
レ
ピ
予
見
で
き
た
は
ず
と
し
う
こ
と

に
よ
は
る
の
で
、

ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑

そ
の
実
笠
的
喪
失
に
つ
い
て
子
以
で
き
な
か
コ
に
2
い
う
場
合
は
、

同
で
？
の
司
令

F

少
な
く
と
も
、

続
い
い
惟
高
ド
小
川
号
本
文
心
事
f
h
に
存
在
を
計
制
し
て
し
ま
え
ば
、
債
務
苔
が
い
同
且

ZJだ
し

一日川口ムこ
h
m
J

て、

＝
i
E
j
l
p
r
1
i
巳

主
け
の
事
怯
宇
証
明
「
る
こ
と
は
非
常
戸
田
川
難
で
み
る
？
と
一
行
わ
ざ
る
を
、
凡
な
し

こ
の
よ
号
之
、
正
明
言
戸
川
い
と
の
関
係
山
お
い
て
予
見
可
桜
糾
じ
り
安
ド
一
を
ど
う
り
丙
つ
け
る
べ
き
か
に
つ
き
説
起
が
伐
る
に
庁
工
、
重

安
な
こ
L
r

は
、
契
約
解
除
が
債
務
者
三
と
っ
て
不
志
行
ち
に
な
る
ミ
と
い
？
な
い
よ
う
的
税
者
側
の
苧
情
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
ミ
と
で
あ

《コ
2 

厳
絡
な
履
行
が
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
債
務

山
内
号
の
裟
去
や
は
、
そ
の
債
務
の
厳
仲
村
↓
な
版
じ
が
、
当
政
契
約
の
？
で
Tm
川
欠
な
要
素
吉
占
め
る
か
否
か
で
あ
る
〉
ご
れ
が
店
定
予
れ
る

九
九
去
慨
は
、
定
問
問
行
為
で
？
め
る
刀
、
不
吋
火
、
ω泌
素
と
さ
れ
る
債
務

ω、
凶
行
絞
り
浸
守
に
限
定
さ
れ
な
川
。
物
託
の
定
日
中
、
山
M
F

こ
れ
に
汽
ま
れ
る
。
第
一
に
、

に
υ
K
J
P
E
判
断
、
デ
れ
る
〈
、
一
こ
い
に
は
、

M
K
ω

刊
に
お
、
て
そ
の
【
日
が
明
ぶ
ま
ー
た
は
欣
一
ボ
に
合
意
υ
λ

じ
れ
て
い
る
場
む
に
は
、
J
W
」川内

小
最
行
に
よ
っ
亡
債
権
者
の
川
辺
約

ηぃ
ド
、
川
が
だ
日
む
に
失
わ
、
れ
る
か
併
か
は
、

前
援
に
は
考
慮
、
戸 i) 
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者う

に
、
そ
の
）
〕
て
ご
な
ム
口
土
比
日
小
な
い
場
甘
に
は
、
契
約
の
容
飢
的
解
釈
に

F

ふり、

れ
履
行
が
パ
オ
じ
た
債
践
の
厳
格
な
隠
行
が
r

で
占
拠一一h

」

や
は
り
収
引
の
到
来
的
出
口
市
小
で
あ
る
つ

約
の
ア
て
T

ハ
r一
欠
な
要
素
で
あ
る
か
百
か
げ
が
判
断
さ
れ
る
ラ
メ
、
の
榔
師
、

1
rト
り
y

な
る
の
は
、

第
リ
人
様
ぷ

η
完

n契
約
で
は
、
引
川
問
販
川
が
い
Y

人
約
心
不
可
欠
日
炭
素
2
犬
、
れ
る
の
か
か
込
常
C
占めるハ

品

タ
イ
品
契
約
、

い
わ
冷
γ
Q

ン
ャ
ス
ト
・
イ
ン
ψ

ロ
ー
お
物
が
同
畑
山
川
内
心
月
っ
ち
に
転
々
一
斗
凡
さ
れ
る
h

一

な
っ
て
h

る
規
約
が

と
ご
、
！
リ
さ

i
7
1
t
J
 

持
に
山
川
状
取
引
に
お
け
る
船
積
率
引
複
は
、
信
用
条
件
に
υ

民
絡
に
一
致
し
と
い
な
け
れ
ば
ぷ
ら
な
屯

止
す
史
↓
仁
川
か
田
川
混
と
さ
れ
た
例
と
し
て
は
、
伯
尚
い
｛
同
州
内
例
1
］
が
お
る
。
仲
政
判
断
は
、

ォ
ー
寸
の
パ
六
素
に
加
え
と

C'. ドロつILi阪商事L'!;I）原：iに，，，：ア；~民判断｜込山ft

Y
の
調
諮
義
務
が
厳
格

r
…患ハマ

οれ
る
こ
と
が
細
川
連
携
介
、
心
肝
心
不
川
欠
な
安
素
で
あ
っ
た
と
認
定
し
、

Y
の
諌
山
内
川
川
辺
品

に
閉
山
し
て
も
、

可んは、

ζ

心
点
で
も
一
五
人
yh
不
思
打

千
戸
め
た
る
と
判
桁
Lι
ー一

てミ
0 

将
来
の
履
行
に
対
す
る
信
頼
の
破
壊

U
4り
の
山
女
京
は

あ
る
小
夜
行
が
債
権
者

信
持
者
、
り
将
来
の
同
行
が
士
山
て
に
で
き
立
い
T

／
～
信
ず
る
恨
撚
E
h
J
J
ん
て
い
る
か
γ

白
川

で
あ
る

ν

こ
の
製
設
が
問
問
唱
と
K
M
る
の
は
、
＋
八
き
く
分
け
て
次
の

一
つ
の
場
合
で
あ
ゐ

片
付
が
校
数
回
に
分
け
て
れ
わ
れ
る
徒
約
の
ん
部
解
除
と
あ
る
（

第
一
は

ー一つ
F

一午ぺ山、

8
！
u
t
f
y
 

分
割
履
行
契
約
が
そ
の
代
表
測
で
あ
る
、

分
掛
前
陪
版
じ
の
う
ち
の
少
な
く
乙
本
二
刊
に
つ
き
点
実
に
不
履
行
が
4
じ
て
い
る
必
咲
か
斗
ぬ
る
υ

こ
れ
に
対

て

ま
だ
札
実
に
f
h

履
行
が
斤
ー
に
て
い
な
い
も
の
の
将
必
に
お
い
て
京
阪
行
が
生
1

〕
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
？
了
一
了

一
条
に
幕
づ
く
相
行
以
前
の
契
約
制
排
除
権
引
問
題
ζ

は
る
。

J

ぱ
号
炭
素

ημ
に
が
を
判
寸
断
す
る
に
際
し
て
前
山
え
な
の
は
、
当
議
不
保
行
が
将
来
も
反
絞
併
説
3
れ
た
な
ら
ば
同
岩
山

fu号
に
つ
タ
ψ
i
す

る
と
併
さ
、
れ
る
か
必
ysん
で
あ
る
じ
一
一
れ
が
汁
ハ
記
さ
れ
る
場
合
に
は
、
叶
I
議
不
一
段
行
そ
れ
PHル
仰
に
行
で

円
ん
や
勺
L
T
ヲ
に
訣
心
ー
し
な
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く
て
4

ル
円
す
い
該
当
「
る

、
1

イ
圭
人
な
不
履
行
」
ぃ
？
っ
｛
止
さ
れ
る
j
d向
に
作
日
す
る
「
こ
の
一
。
、
つ
な
が
択
は
、
ハ
刀
州
出
版

ろ
し
契
約
の
解
除
棒
を
乏
め
た

C
1
5
心
L

三
一
条
墳
に
依
拠
し
て
等
か
れ
る
ー
も
の

叫
に
は
、

け
的
物
を

rJ刊
に
分
け
て
引

販
の
川
注
に
九
十
：
使
用
で
さ
ば
い
こ
い
い
つ
場
合
口
が
、
こ
れ

H 

戸t
j日

人、
Ex人i.tc刊行j (3・4ゴリ） 7只2「2iil

き
渡
ず
に
い
う
分
日
履
行
契
約
に
お
い
て
、
お
一
日
の
分
獣
医
し
亡
引
き
し
波
さ
れ
七
「
ー
的
物
に
欠
陥
が
あ
り
、
h

一
の
ん
一
の
そ
の
品
川
主
て

の
分
説
寝
F

七
に
J
O
J
り
蝉
悼
の
欠
陥
小
↓
あ
る
日
」
と
が
明
ら
か
明
、
も
し
そ
れ
が
羽
支
の
も
の
に
な
ペ
ー
に
は
ら
ば
田
口
一
丁
に
お

ρ
て
門
的
物
を
一
川

仏
軍
は
、
以
閉
山
川
町
に
わ
た
っ
ご
’
称
続
す
る
辺
約
の
鮮
な
で
あ
る
υ

賃
貸
仙
や
寄
託
、
β
そ
の
代
表
例
て
ゐ
る
c

賃
借
入
の
賃
料
不
弘
や

言
説
者
心
深
パ
U
料
不
村
山
山
ペ
セ
に
で
な
く
、

分
初
段
行
で
は
な
い
義
務
、
す
な
わ
ー
っ
賃
貸
人
の
何
日
前
物
を
使
用
収
益
に
む
三
三
念
式
務
や
品
河
川
副

V
告
の
hr同
許
：
に
際
し
て
の
台
特

l

辻
忠
弘
義
務
な
ど
心
涜
反
日
、

将
求
に
hm
け
る
中
i
！
諮
代
的
の
進
一
J
が
為
て
に
で
き
な
い
と
信
作
任
者

寄
託
者
一
が
信
ず
る
根
拠
を
v
p
r
え
る
こ
と
も
為
り
作
る
へ

£引
U
匂

下

rイゴ

一
裁
判
例

1
｝
ー
；
、

t

j

 
Y
ω
尚
一
土
に
い
ぬ
け
ノ
る
調
笠
義
務
の
不
採
行
が
、

X
に
お
い
て

Y
の
将
求
心
夜
行
を
み
て
に
で
き
、
広
い
と

る
出
帆
撚
ど
X

ξ
判
断
さ
れ
た
勺
ま
ー
に
、
次
、
り
｛
裁
判
例

2
｝
と
弘
、
パ
7
d
割
履
／
1
4
k
は
た
い
十
八
絞
り
注
反
に
悶
し
て
山
J

す

安
芸
の
存
在
が
古
，
公
L

れ？一

｛
裁
判
例
フ

メ
う
ン

I

仲
裁
引
批
判
↓
川
↓
（
ノ
一
づ
一
六
介

月

4i 
京

コ
コ
日
小
十
ん
司
、
ィ
キ
ヘ
コ
心
皐
家
、
x
乙
f
l
k
什
カ
の
山
川
売
業
w
h
x
に

ん

q
出
の
仙
一
l
i
n，
販
売
辺
引
を
一
知
1
X
刊
し
、
、
れ
基
ハ
き
Y
ぷ、

t
方
向
半
の
昨
荒
川
V

栽
培
ν
て
こ
札
を
X
に
釘
「
川
一
山
に
壮
一
給
ず
る
義
務
や
詰
っ
↑
」

x
u、
Y
U
J
約
｛
庄
の
計
業
を
洪
給
1

J

な
か

J

戸
一
、
こ
お
ρ

ぷ泊ハトに

出
川
町
条

i
h
J

に
u
さ
は
し
ム
J

M

一一を十
1

広
1

契
約
解
除
お
よ
び
記
告
し
～
院
を
ム
怯
し
て
伸
次
を
円

LLυ
一、一
ι

ハ
中
裁
判
断
）

μ十
九
日
解
除
｛
日
泊
法
性
に
コ
い
f
、
沖
試
品
川
判
所
は
、

P
I
C
C
七

三

一

能

二

E
r宅
め
つ
一
れ
て
い
令
指
悼
の
う
も
少
な
く
と
も

つ
ど
充
u
L
ムコム
V

と
述
べ
て
、

Y
に
同
条

羽
川
主
大
な
不
出
時
ノ
仁
一
が
あ
コ
チ
「
認
め
L

J

l

ず
な
U
h
U
J

、
第
に
、

句、2
川
野
抗
日
γ
供
給

L
L
？
？
っ



た
こ
と
は
、

xが
木
作
目
約
の
I
で
L
T
J
に
問
〆
什
い
す
る
て
と
心
で
き
よ
も
の
一
句
一
奪
う
L
の
γ

、
あ
ゐ
て
六
年
末

、白川〉い叔
M
M

に、立パ仏ト円円山島一一

壬
uv匂
足
以
北
J良
一
今
一
一
ノ
一
、
↑
日
一
一
に
こ
れ
、
FJ

つ
の
亨
4
M
山！刀、

x
i
J
v
i
の
将
来
内
組
〆
什
か
一
あ
亡
に
で
き
か
勺
い

J
P
£
理
由
を
U
Lる
V
I
I

－
分
て
あ

主
」
し
、
と
あ
ム
V
P

本
れ
で
は
、
省
ー
に
お
円
る
i
た
る
v新
付
義
務
心
況
反
に
凶
え
と
、
付
川
町
的
義
務
で
あ
る
独
占
的
版
士
山
え
れ
一
況
に
政
志
に
よ
る
違
反
が

占
め
つ
に
ニ
エ
が
、
川
口
ん
ソ
市
に
よ
素
で
も
考
慮
さ
れ
～
精
巣
、
「
重
大
江
不
同
行
E

ウ
肯
定
3
れ
た
u

こ
の
よ
h

に
、
分
京
間
一
れ
で
は
な
川

務
で
、
し
か
も
以
内
的
奴
河
式
務
の
よ
う
な
付
随
的
義
務
の
述
尽
も
、
v
r
L
Y

れ
mN
当
該
契
約
に
と

J

て
市
民
な
位
向
を

υ幻
る
も
の
に
つ

十
い
司
て
は
、
千
万
f
と
が
中
独
一
し
川
町
子
JMl下

h
を
汁
υん
す
る
も
の
で
ん
は
く
て
も
、

d
口
勺
要
素
の
中
で
与
占
閉
山
さ
、
れ
、
恨
の
英
治
追
及
と
十
三
つ
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て
ー
重
大
な
不
緩
行
」
を
同
定
し
得
匂
一
」
l
L
が
分
か
る
〔

~ 

長
図
的
ま
た
は
未
必
の
故
意
に
よ
る
不
履
行

川王りの山芋＋引いは

当
該
〆
中
日
制
行
が
債
務
者
に
よ
れ
烹
肉
的
ま
た
は
未
必
の
絞
怠
で
行
わ
れ
ん
一
か
否
？
で
あ
る

当
然
、
立
品
川
門
的
ま
た

］よ
！み
せ,, 

A 
0) 

r: 
イ司

イ
込j

J、
な
メ、

隠
'f; 

〆

J，九
百、
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は
未
必
の
故
当
に
よ
る
不
履
行
で
あ
る
と
い
う
事
情
は
、

い
る

ν

こ
の
長
？
っ
川
市
出
川
仏
ゼ
重
大
な
不
版
行

小
履
行
が
重
ト
八
に
は
も
の
で
あ
る
ち
川
に
作
用
す
る
。
レ
h

L
、
こ
の
袋
京
は
、

附
問
的
に
考
慮
さ
れ
る
べ

を
導
く
ー
も
の
で
は
な
く
、
む
7

しろ

ソ
刊
号
d

ゃい
T
U
H
寸
の
長
十
九

一
戸
と
り
わ
け

ー
重
大
h
d
不
版
行

Jγrf
弓
一
一
に
す
る
方
向
い
い
作
ロ
ん
す
る
要
素
で
あ
る
と
が
手
れ
て

ー
／
利
ま
っ
て

4
才

タ

ぷ
4
P

、

初
W
V

ヤハ
jbι

B
のJ

代
軍
人
A
F
情
エ
子
方
に
討
、
ェ
1
4
h
い
い
川
償
還
南
求
権
ヰ
有
し
て
い
ん
ロ
ソ
、

そ
の
2

山
収
妻
、
ニ
L

, 去一
J
M
1
B
に
提
出
ー
）
た
場
合
に
は
、

だ
〈
v
ん
そ
の
会
績
が
少
仰
で
あ
ヮ
た
と
し
て
も
、

A
Y」
の
代
珂
人
契
約
を
解
除
す
る
い
ア
に
が

こ
こ
で
は
、

平
ん
な
不
履
行
ー
合
判
断
す
る
際
の
ム
丁
波
注
要
素

ω凶
号
一
け
白
取

破
広
C
4め
る
が
、

1
7の
以
意
小
こ
れ
を
補
強
「
る
変
素
与
し
て
機
能
L
q
J

る
、
」
こ
に

h
｝

U
ょ
う
芯

U
Uの
解
釈
は
、

P
I
C
仁
川
日
放
志
川
一
環
失
を
解
除
の
災
件
、
こ
し

亡
し
う
レ
こ
と
と
も
整
合
舵
で
あ
る

U

川ーヮ山女



京一が
fr庖
戸
れ
た
裁
判
例
と
〕
て
は
、

F

川
拘
｛
法
判
例
2
一
が
あ
る
じ
ト
ヘ
件
ご
は
、
中
た
る
給
付
義
務
ι
度
以

U

勺明記？の点ユハー」
ρ
j
t
に
）
し

L

…王女
k
u
N
M川
的
義
務
で
あ
る
独
山
的
版
完
義
誌
の
泣
反
が
梢
ま
っ
て
川
刊
行
姿
去
引
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
債
務
省
た
る
よ
主

－
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n
J
 

」十一ぃ
J当＼

 
j
 

て
引
き
↓
は
す
J
い
う
契
約
に
お
い
て
、
請
負
人
が
約
乏
の
什
波
期
刊
を
宇
治
月
淫
返
し
と
ソ
ブ
下
内
三
ノ
を
提
供
し
た
品
ム
日
L
N
い
て
、
政

1hlv

独
l
u
的
販
売
義
務
に
「
れ
は
意
に
透
反

L
に
乙
い
う
事
情
が
、

債
務
者
心
将
来
の
履
ノ
イ
し
は
あ
て
に
と
き
な
い
；
、
信
ず
る
根
拠
す
債
権

者
1

乙
Z
V
川
豆
丁
に
守
え
ア
と
い
う
可
断
を
補
強
す
る
宇
一
杓
に
立
っ
て
い
る
n

5 

渦
剰
な
損
失

亡
す
の
民
素
は

る
こ
と
に
よ
二
二
、
債
務
者
が
、
！
」
夕
刊
の
指
怖

の
こ
め
の
行
為
を
し
た
こ
と
に
よ
り
過
剰
な

ロ
甲
山
牛
ん
を
辿
る
こ
と
に
は
る
か
苔
か
で
丸
る
。
J
d
i
f
J

一
ぱ
レ
し

い
ず
れ
も
解
除
J
r
L
円
’
止
す
る
方
刊
に
ん
羽
す
る
要
素
で
あ
る
の
に
サ

J

一」、
1
一

中
日
寸
は
、
解
除
E
h円
’
止
す
る
ん
刈
に
作
用
す
る
安
素
で
あ
る

F

川
川
え
は
、
正
yr
入
者
む
と
め
に
ソ
ァ
ド
内

y

ア
吉
村
別
に
開
発
し

牛
よ
者
が
沿
い
m
ご
の

r
フ
1
7ノ
マ
一
ア
乞
必
の
主
と
し
て
お
り
、
よ
前
向
一
人
が
こ
の
ゾ
フ
ト
町
工
ア
を
他
山
子
却
す
る
こ
と
が
f

き
な
い
じ
〆
き

は
、
、
止
kλ
古
は
相
主
パ
九
四
市
川
JVι

詰
求
し
山
村
る
の
人
マ
、
犯
約
ょ
げ
〈
僻
除
す
る
こ
と
h

2
4な
ら
、
芯
白
人
は
ソ
フ
ト
門
ノ
γ

ア
ど
悶

発

F
る
た
め
い
各
組
の
開
口
店
主
？
マ
へ
出
し
た
に
も
か
か
ト
γ
つず、

お
い
パ
円
山
で
め
る
が
ゆ
え
に
ゴ
一
品
、
け
十
入
者
以
外
に
冗
劫

F
る
こ
；
が
で
き

な
い
た
め
、
J

も｝
J

長
約
が
解
除
さ
れ
？

J

士
〉
、
と
訂
白
人
は
J

へ
出
、
了
人
資
［
戸
ん
を
ん
く
同
一
以
で
き
「
争
h

仰
の
旧
制
山
喜
一
を
ち
G
こ
と
い
ま
る
か

ら
で
あ
る
」
の
場
合
、

か
け
起
延
し
て
も
な
お
、
辻
正
首
に
お
い
て
、
」
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
必
裂
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
と

て
1
k
vて
J

私
立
、
H
o
h工
い

い
ず
れ
に
L

よ
重
大
な
京
阪
行
」
は
認
め
ら
れ
に
く
い
と

号
の
判
中
μ
T訟を止
U
J心
す
る
ご
〆
」
は
黙
し
い
た
め
、

μ
p
f
予
っ
札
る
n

し
か
し
、
ニ
の
さ
つ
な
場
ム
円
で
も
、

川
口
勺
が
考
慮
さ
れ

重
大
な
不
特
行
」
が
必
J
止
さ
れ
る
へ
き
こ
と
に

よ
h
つ
｛
円

日
凶
ん
J

た
と
え
J

〔
号
U
K
哀
が
考
世
抗
さ
れ
た
と
し
て
も
、

同
日
ま
ゆ
人
は
は
号
心
安
素
が
明
ら
か
ピ
白
記
さ
れ
Q
場
合
に
は
、

重
大
な
不
福
ノ
付

一
ゲ
↓
必
｛
止
す
る
一
寸
ん
ば
雑
L
L
一
む
し
ろ
、
む
の
例
の
よ
可
に
、
十
L

中
氏
な
い
い
芝
居
川
女
京
で
d

めるい山
μ
勺、

川
広
す
ま
ド
は
J

川
G) 



が号
百の

"" Jとアー な：

さ；玄
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な辛
る町大

」小
手駅
伝〆T
味」

お
v、
て

の
判
断
が
微
妙
1
6
均
九
口
に
、

引

H
G
拝礼？の点以山
υ
i
ヨJ

，心一
J
A

一、れ司令
M

L

y

r
－－
o

わノ、

「
手
丈
な
小
川
収
行

い
い
す
主
主
才
一
、
山
間
的
仕
ν
ρ
J
慮
裟
去
す
と
位
串
づ
け
ら
れ
る
ハ

P

刊
主
つ

？

y
f
 
｛
品
一
目
的
1
戸司

、－
fふ,,, 

山
町
ハ
ワ
裂
素
に
つ
い
て
き
汀
断
さ
れ
、

4
1
）
本
件
ん
じ
告
が
解
除

5
れ
た
乙
し
て
点
、

Y
げ
か
メ
／
パ
ー
ん
い

玉 幸－刀、

i戸＂＇
務業
者務
開認
の毛5
J:' "' 
↑守司
刀当 的
存と

／よる

い 訣

ιL 
古冶 つ

吋主二
百

3 と
iL ,, 
t:1: il1 

O 山

Y
が
尚
一
駅
伝
治
宝
口
を
い
M
Y
G
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
川
削
除
」
／
｝
妨
げ

付
加
期
間
解
除
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付
加
刻
朝
鮮
除
の
活
用
場
新

ム久
μ

尻
市
に
よ
れ
ば
、

比
同
棲
者
は
ι
M
dめ
vnに
対
し
て
、
ム
川
市
内
的
な
長
さ
の
利
川
期
間
千
九
千
ι

七

全
店
お
よ
び
じ

し
て
履
行
ー
ピ
請
求
し
、
こ
の
期
間
内
二
版
行
が
注
さ
れ
た
い
場
合
に
は
、
い
女
約
七
解
除
「
る
こ

2
が
で
き
る

、jill
－

b
月
司

jL

、J

〉

f
i
ぃh
M川
ALγ
山
い
ド
作
月
間
れ
」

ι
4

が
J
山
法
立
問
条
九
相
当
す
る
川
崎
h
4
c
あ
る
勺
た
だ
し
、

こ
の
付
加
期
間
解
除
が
述
用
さ
れ
る
の
は
、

－9
Tバι

月
J

イ
ヱ

付
凶
一
条
と
斗
八
に
は
り
、

超
低
、

J

た
場
ム
n
H
h

い
い
口
勺
万
三
一
山
一
政
い
す
る
場
合
な
除
け
ば
、
ど
れ
口
体
で
円
九
一
に
孟
大
な
不
版
行

履
行
の
足
廷
は

に
は
な
ら
な
い
こ

E
m’Jヂい

例
え
ば
、
完
川
民
代
金
の
支
払
が
ち
一
少
拝
廷
し
に
ノ
了
ご
し
さ
、
山
比
妊
利
息
乙
y」
1

ょ
に
最
終
的
に
え
払
？
ゃ
れ
手
え
す
れ
ば
先
い
に
と
っ
て
は

分
で
あ
る
か
ら
、
契
約
利
い
か
げ
小
実
質
的

（川口工ソ）

と
か
わ
版
関
係
が
悦
摂
さ
れ
た

川
、
サ
）
と
は
吉
ち
に
む
門
川
手
れ
な

っ
こ
の
よ
与
に
仰
併
す
る
辺
、
つ
ば
、
ゃ
h
u
の
遅
延
心
場
台
、
解
除
争
認
げ
の
ら
れ
る
場
面
は
き
わ
ぬ
て
限
定
的
に
し
日
存
し
ば
い
二
、
、
ピ

な
る
。

L
m
r
L
、
川
町
川
改
刊
の
議
行
小
、
立
さ
れ
は
い
ま
ま
、
つ
ま
で
？
も
山
中
、
権
者
手
／
契
約
に
拘
束

L
続
け
る
、
｝
乙
は
、
片
的
川
栓
者
に
と
っ
て
認
JU

［
U

J
主

J
し

Z
L
M

で、

ノM
i

l

l

i

』

そ
れ
rH体
で
山
ち
に
似
i
f
J

要
素
に
該
当
し
な
レ
定
延
の
場
合
に
も
、
契
約
解
除
の
ふ
t
p
v
Rく
必
史
か
あ
る
。
こ

（！メ人民半、日：／ス・＂ 173：、 ?Sc:zoリ.11、



の
ど
め
に
認
め
つ
れ
た
の
が
、
村
山
期
閥
解
除
で
あ
る
〉
千
五
大
な
ヂ
履
汗

で
な
か
ワ
介
ギ
履
行
は
、
れ
竹
山
刻
闘
の
徒
過
に
f
h

り

履「
1~ 主主

十、、
林 h
-'"- "'' 
件示
。〕版
充 j;
J{ 

J止転
用j じ

it こ
え J,

d, ;': 

よア1し
くる
な
るわご

q) 
洋市

早l
iヤn 
1ti 
石
:t 

一
条
一
日
ノ
二
坊
の
志
味
に
お
け
る
「
丙
大
な
よ
ハ

お
h

v
」

W
4山

：

j

t

 
rm）

 

十
日
平
沼
が
υむ
の
引
悼
と
州
ま
っ
て
「
吊
大
な
不
版
行
が
f

同
定
さ
れ
る
、
一
と
が
み
r
v
h什
る

二
二
一
ヘ
ノ
之

A

〉
一
レ
、
？
や
折
半
月
中
供

、L
L～
ド

1
h

！ー、
J
J
ム
U
P

すす〉、
1ぜ
v

立
守
刈
－
Li

"" " τ , 

／
契
約
利
訴
の
実
宜
的
史
失
）

（
伝
頼
彼
壊
）

。づ

判
断
影
響
もす。
Jら

め、
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2 

そ
の
他
の
場
合
に
お
け
る
付
加
期
開
設
定
の
意
味

PLfm了
入
、
〉
、
1

迂
一
い
え

ルに
1
1
κ
M
y
f
d
ノ
υバ
ノ
イ
l

F
V
川
え
ば
契
約

r
Mれ
ら
口
？
な
い
物
計
け
い
引
き
渡

3
れ
た
場
合
に
、

こ
れ
を
直
完
す
べ
く
付
加
鋭
的
が
設
定
さ
れ

心
と
し
亡
も
、
仁

条
一
績
は
過
川
き
れ
な
い
の
で
、
こ
の
間
山
何
十
川
J
V
L
認
め
り
小
選
λ

討
が
法
ウ
心
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
町
市
川
に
、

常
rL
債
権
者
か
契
約
一
ゲ
↓
解
除
さ
守
て
L

が
で
き
る
と
は
限
ら
な
い

f

し
か
し
、

債
権
者
が
泊
ハ
冗
を
求
仇
U

h

t

に
も
か
か
わ
ら
ず
債
務
者
が

四

一
部
不
履
行
に
基
づ
く
解
除

P
I
じ
「
、
は

一
部
不
履
行
仏
法
づ
く
が
除
に
問
寸
る
れ
則
主
，
心
め
て
い
な
い
た
め

七

条
に
即
し
て
判
断
す
る
》

z
r

な
る
っ
そ
の
除
、
不
履
行
に
相
－
ず
る
い
川
分
の
み
な
解
除
す
一
る
場
ム
円
（
ぷ
解
除
）
と
、
契
約
全
体
を
解
除
す
る
川
崎
ι口
容
一
部
解
除
）

／
）
に
分
け
て
与
え
る
必
要
カ
あ
る

不
履
行
部
分
の
み
の
解
除

ア
ヘ
履
行
祁
分
の
み
の
解
除
の
山
場
合
に
は
、
不
統
行
部
分
の
み
を
対
象
に

重
火
以
不
履
行
ー
日
刊
断

hr仁
わ
れ
る
n

部
分
の
凶
行

の
M
仕
妊
ん
ゲ
↑
辺
自
に
当
該
ボ
議
行
部
分

η
立
川
」
解
へ
以
ム
ロ
る
場
合
に
は
、
ヒ
・
一
二
・

え
イ、い

ー
化
条
一
一
段
に
よ
る
吋
切
応

前
併

w
k
V丑
刑
さ
れ
る
r



2 

契
約
の
全
部
解
除

こ
れ
に
対
ー
モ
、
契
約
の
与
一
一
部
川
除
幻
場
合
に
は
、

履
行
さ
れ
た
お
分
も
汽
め
て
重
大
江
末
以
収
／
打

YJ 

に
什
寸
で
は

債
権
者
が

の
判
断
が
行
わ
れ
る
、
」
幻

夜
行
さ
れ
入
明
か
っ
た
部
分
に
対
す
る
利
以
を
挙
わ
れ

日
出
力
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
戸
」
乙
に
よ

J
L

る
だ
け
で
な
く
、
長
約
A

体
の
列
誌
を
字
、
質
的
に
奪
わ
れ
る
か
否
か
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
は
る
。

2
3
Lも
日
以
に
、

hM川
ど

お
り
に
む
全
日
続
行
中
心
付
司
令
こ
ζ

が
契
約
の
不
可
欠
な
要
素
で
み
る
か
ム
ィ
か
が
検
社
宍
れ
る
で

j

F
K
え
ば
あ
る
企
業

が
J

ベ
ン

J
L’v昨
ι
制
す
る
わ
い
つ
つ
掛
の
拍
子
主
計
、
借
入
ヲ
る
一
一
約
九
牛
締
結
し
、
そ
の
際
、
情

f
の
缶
か
み
1
議
企
業
の
r
式

l
、
ン
カ
一
7
l

一
に

r
奈
川
人
は
一
ハ
ノ
ロ
刻
分
の
契
約

E
m除
し
て
第
一
醤
》
ら
オ
レ
ン
ン
の
椅
了
を
仕
り
そ
行

で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
に
祁
’
氾
し
た
が
、
ぷ
ベ
ン
1
h

の
日
の
泊
料
に
提
供
さ
れ
た
拍
子
ハ
γっ
ち
一

C
C止
ー
が
赤
色
て
た
コ
た
と
工
つ
場
台
、
片
附
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余
分
に
か
か
う
ん
J

一
費
川
乞
掠
じ
口
浩

信
と
し
マ
請
求
す
る
と
と
が
で
寺
る

v

そ
う
で
な
く
契
約
八
工
部
を
解
除
「
る
こ
と
が
で
き
る
ピ
合
か
は
、

全
部
が
酋
析
か
ら
叫
供
与
れ
る
こ
1
／
阿
付
し
て
賃
借
人
が
一

d
」
な
利
p
h

川
を
有
し
て
い
二
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る

v

オ
レ
ン
ジ
の
柿
f

十
主
一
リ

C
側一

1
 

1
 

別
の
賃
貸
人
7
m
J

ら
賃
併
し
1

に
ん
却
で
は
列
飼
い
ご
坑
一
さ
れ
ず
、
賃
信
人
心
戸
ψ
1
4
K
利
授
が
だ
点
的
に
奪
わ
れ
る
と
い
つ
に
場
合
に
は
、
い
円
以
引

口

約
八
十
体
の
解
除
が
認
め
ら
れ
、

2

J

C

M

ふ
い
川
の
版
行
の
刊
誌
込

hv一
忠
司
山
契
約
全
リ
む
を
解
除
「
る
ぷ
ふ
口
に
も
、
ぷ
則
こ
し
て
、
七
骨
三
・
条
一
一
…
則
お
ぶ
ぺ
J

七
・
一
－

h
条
一
日
日

墳
に
よ
る
村
山
間
川
解
除
が
適
凶
さ
れ
る
の
」
に
だ

L
、

7

・
五
条
阿
墳
f

乍

τリ
、
履
行
さ
れ
て
い
な
い
佑
昨
仰
が
、
依
務
討
の
MF一
約
九
日
一

卜
の
債
務
の
桁
微
な
部
分
に
す
ぎ
な
い
場
甘
に
は
、
山
山
山
刑
判
刈
鮮
除
は
泊
尽
さ
れ
な
い
。
例
え
リ
じ
、
ハ
一
月

4
Eま
で
に
場
の
塗
一
川

誌
を
山
，
j
す
べ
き
契
約
に
お
い
と
退
治
が
生
じ
、
河
加
世
間
関
の
が
法
後
に
ド

y

校
日
み
に
泊
り
残
L
？
の
つ
～
に

rぎ
ば
い
場
ム

rr、
学下、

契
約
ヘ
ヱ
諮
り
抑
削
除
を
認
め
る
こ
こ
は
公
平
に
反

L
許

さ

れ

立

一

山

口

人

X
 

F
 



制
川
市
ム
甘
十

U
本
千
仏
＼
の
小
山
時

J

に
仲
ハ
ア
え
「
、

い
コ
た
ん
収
、
約
が
お
品
川
に
求
げ
守
る
〉
一
、

υ

事
有
は
と
れ
に
抗
じ
草
さ
れ
る
。
契
約
熔
除
片
況
は
、
債
持
者
に
も
仏
る
方
的
な
言
思
表
不

に
民
つ
ど
い
犯
約
の
山
刊
京
か

bm収
ず
る
効
果
を
有
す
る
も
り
引
あ
る
4
7
、
め
、
こ
れ
を

uv」
化
J
q
る
宇
怖
が
有
し
な
け
れ
ば
仕
ら
な
っ

一
方
と
は
、
債
務
者
が
帯
、
務
を
山
恨
む
し
広
い
場
合
で
も
、
こ
の
こ
と
か
ら
立
つ
に
、
佐
権
者
が
お
的
に
契
約
の
拘
束
か
う
桝
放
さ
れ

る
こ
と
が
常
に
正
当
化
さ
れ
る
と
は
取
ら
な
い
c

債
務
者
心
不
夜
行
に
も
か
か
わ
ら
ず
債
権
昌
が
北
約
に
拘
束
さ
れ
続
け
る
こ
こ
が
一
北

容
し
得
な
い
う
よ
計
倍
さ
れ
る
υ之
円
に
は
じ
め
て
、
解
除
が
ー
止
当
化
さ
れ
る
し
也
ん
で
は
、
債
権
者
が
却
人
約
に
拘
束
さ
れ
川
祝
日
J
G
H
Y
L
が

可

4
3し
坪
叫
ん
己
い
状
況
が
め
る
ル
リ
ム
汁
に
は
、

た
と
え
ど
の
よ
斗
伝
次
況
が
、
r
p
J
A
V
給
利
義
務
述
反
に
よ
っ
て
も
た
、
り
さ
れ
た
）
も
の
で
な
く

て
も
、
契
約
の
拘
束
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
ー
と
が
正
当
化
さ
れ
る

J

い
」
、
り
ド
て
門
戸
、

解
除
山
一
実
三

J

川
叫
ん
弘
判
断
点
準
付
、

小
履
行
ヤ
も
か
か
わ
ら
ず
債
権
哀
が
な
お
契
約
に
拘
束
さ
れ
絞
げ
る
こ
1
／
が
認
谷

し
得
る
か
否
7
m
J

、
口
い
換
え
れ
ば
、

不
同
快
行
同
よ
っ
て
依
催
者
に
お
け
る
ぞ
約
利
授
が
主
し
く
侵
五
さ
れ
七
と
詳
制
さ
れ
る
か
否

72

W
4
3

め
、
ワ
れ
る

v

、）か

L
、
右
の
判
問
を

F
，Q

山
際
、
ぷ
L
Z
J
慮
ト
ー
ベ
き
変
玄
一
は
、
町
川
パ
約
の
品
ー
知
ゃ
性
質
に
一
c

三
仁
川
久
な
？
℃

小
履
行
が

h
t
I債
務

ー
や
み
↓
最
小
、
約
の
平
で
／
一
の
4
4
J
河
村
置
を
占
め
て
い
る
か
、
不
履
行
心
証
tJRに
よ
っ
て
計
仰
が
宍
な
る

こ
れ
に
つ
き
＼

ド

i
c
cの
済
除
規
公
を
検
討
し
だ
結
泉
、
得
ロ
れ
た
不
唆
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
わ

l 

中
核
か
な
す
考
慮
中
久
本
は

の
契
約
利
＼
八
刊
の
実
質
的
喪
失

で
あ
り
、
こ
の
該
当
性
を
判
断
す
る
ー
な
め
た
っ

に

』主

L
i
s
G
一
五
条
に
お
け
る
解
釈
市
；
ほ
ほ
刊
保

す
J

な
わ
ち

当
占
ア
者
が
契
約
に
お
い

山
山
人
約
解
釈
か
重
要
で
あ
る

n

亡
苧

4

店
前
ま
た
は
黙
不
M
r
F
に
直
求
L
r人
筒
抜
朽
の
利
訴
も
し
く
は
川
人
約
三
宵
観
的
併
釈
を
涯
じ
て
導
か
れ
る
債
権
者
？
札
v
川町
J

: Ex人i.tc刊行j "3・4 キ：7tiJ7明白川：；I、
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いY
の
よ
〉
つ
な
）
も
の
で
あ
る
の
か
を
椛
羽
目
、
三
こ
れ
を
除
ま
え
て
、
不
版
行
に
t

払
っ
て
コ
ー
必
利
ふ
が
と
の
叩
内
一
度
円
以
宇
さ
れ
介
の
か

を
刈
叫
叫
す
る
い
一
と
に
な
る
ハ
さ
ら
に
、
有
人
胡
の
的
援
完
同
に
お
け
る
隈
蝋
あ
る
給
付
い
の
事
案
で
は
、
依
同
性
げ
匂
に
お
い
て
取
批

あ
る
給
付
物
え
な
お
合
球
的
に
使
目
す
る
戸
」
乙
が
と
き
る
か
／
一
い
う
佼
素
が
亘
渇
さ
れ
る
、
」
心
ル
7

ル
は
、
商
人
間
に
お
い

け
ず
日
並
売
以
と
い
う
限
定
的
日
場
出
を
川
弘
元
ニ
ー
で
民
苅
さ
れ
て
、

J

♂
丈
も
の
で
あ
り
、
乙
れ
だ
日

殺
化
で
き
る
引
は
慎
重
な
検
社
J
Vと
泌
す
る
か
、

dhpwd前
九
仏
慨
AYAbι
明
確
化

4
0
J

る
陀
に
は
、

取
引
判
明
刑
法
の
特
質
に
叫
し
た
H
、
体
的

ル
ー
ル
J

夫
H
U
い
ー
に
す
、
一
と
う
か
主
民
で
あ
り
、

そ
の
1u
う
ぷ
ル
汁
一
円
削
ぃ
…
別
仕
楽
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
J
U
H
に
悩

γJツ
G
C

2 

川
l
l
マ
山
女
素
の
ひ
と
つ
の
具
体
化
町
、

耽
絡
に
］
忌
行

L
Kけ
れ
は
も
子
り
な
い
片
い
お
の
不
穏
／
什

t
d
R
る
－
ま
た
、
山
V
剖

持

h
j人
約
お
よ
び
紋
続
的
契
約

r山町
L
亡
具
い
化
じ
た
の
が
、

一
付
米
の
履
行
に
〕
Fdす
る
伝
頼
の
俄
現

け叫

U
勺
）

亡
グう
る

ミ；

J

F

、

泊
J

V

いF
U
勺
要
素
お
よ
か
山
千
J

剛
丈
友
ん
は
、
信
打
者
利
訴
の
実
質
的
4
1牛
〈
な
い
し
ー
者
［
い

ι当
化
根
拠
と
す
る
併
除
制

ほ
う
デ
構
築
「
る
際
、
そ
の
山
川
谷
を
山
川
時
化
す
る
う
え
て
岳
、
ハ
以
ト
…
る

v

:J 

山
川
宇
ノ
的
h

仙
寺
山
町
中
久
素
と
し
て
、
債
務
者
の
主
観
的
山
三
世

f

号）

－
己
主
、
解
除
に
7
h

〉
て
紛
読
者
が
続
る
同
相
、
単
一

ら
れ
る
ご
こ
れ
ら
の
安
去
は
、

p
て
れ
ピ
け
で
は
重
大
な
不
版
行

の
判
断
宮
沢
絞
木
七
す
る
も
の
で
は
な
く
、
心
の
て
っ
の

？
川
＋
凡
な
考
取
委
主
索
引
に
刊
で
は
一
作
ア
泣
い
引
明
り
か
さ
人
々
し
場
合
い
、

祈
ι
允
的
に
作
巨
ー
す
る

1 

山
庁
主
乞
寸
d
u
e
H
H
J丸
み
ホ
、

十
丘
「
ふ
市
｝
ん

j
y

此

M
怪
斗
有
心
持
約
利
益
の
天
質
的
市
一
氏
パ
ナ
γ
版
制
ず
J

る
ん
＼
め
の
制
－
ー
と
し
て
伏

履
仁
の
川
法
廷
の
場
合
に
つ
い
て
、

主
つ
け

f
れ
る
ラ

f
k
わ
ち
、
と
h

わ
け
会
銭
債
務
m
…v
f
ハ
版
わ
目
、
た
こ
え
遅
延
が
長
期
に
及
ん
ず
も
、

段
終
的
に
民
活
利
息

を
人
fu
め
て
か
額
の
支
払
が
む
わ
れ
さ
ど
「
れ
ば
件
「
（
催
者
に
と
っ
マ
、
町
民
ー
の
四
日
止
人
小
平
じ
注
い
の
で
契
約
利
誌
が
安
目
的
に
失

わ
れ
る
「
と
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
お
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取
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ず
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｜
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を
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